
●第4回協議会で、水防法の一部改正により正式に法定の協議会となった。
●高千穂町、日之影町、五ヶ瀬町が追加となり、取組方針も町の内容（土砂災害）が追加された。
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第4回協議会：法定協議会として正式に承認

協議会の構成員抜粋 取組方針の抜粋

構成機関に新たに3町
が追加された

取組方針には、３町
の内容を追加（土砂
災害に関する内容も
追加された）

正式に法定協議会となる



●五ヶ瀬川水系県管理河川の浸水被害や土砂災害における目標として、新たに２つの目標が掲げ
られた。
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第４回協議会：土砂災害の減災目標を追加

■五ヶ瀬川水系等県管理河川の浸水被害や土砂災害における目標

【概ね５年間で達成すべき目標】

平成29年6月1日には、既存の協議会に県管理河川や土砂災害も加えた「五ヶ瀬川

水系等浸水被害及び土砂災害軽減対策協議会」が発足した。県管理河川や土砂災害
に関して、各地で頻発する大規模災害を鑑み、「施設で守り切れない災害は必ず発生
する」との認識に立ち、社会全体で水害・土砂災害に備える「水防災意識社会」を再構
築するため、本協議会の各構成員が連携して平成33年度までに達成すべき減災目標
を以下のとおりとした。

① 大規模氾濫等に対し地域防災力を高め「水害・土砂災害に強い地域づくり」

を目指す

② 広域的な浸水被害・土砂災害に対し「安全な場所への確実な避難」・「被害

の最小化」を図る
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